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須用度支流碍河床 磯碍磯種組成と牽碍変化
一地学教材活用のための情報一
大 友 幸 子1)
山形大学教養セミナー ｢記載岩石学入門｣2008｡2009年履修生2)
2008年度および2009年度の山形大学の教養セミナー ｢記載岩石学入門｣ で,上山市,山形市,
山辺町を主な流域とする須川とその支流 (前川,蔵王川,酢川,本沢川,白川,立谷川)の河床
磯を調査した｡須川本流の河床磯は,東側から合流する支流が奥羽山地を起源とする磯を,西側
から合流する支流が白鷹山地を起源とする磯を供給するため,河床磯の礁種組成は支流が合流し
ている前後で顕著な変化を示すことが明らかとなった｡
須川とその支流の河床磯には,砂岩,泥岩,凝灰岩等の堆積岩類や花園岩,安山岩,流紋岩等
の火成岩類が多く,今回の調査により,小中学校で河床磯を地域の地学教材として活用するため
の情報を提示できた.
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はじめに
山形大学の教養教育科目,教養セミナー ｢記載岩石
学入門｣ は,身近なところにある岩石として山形市周
辺の河床磯の調査を行い,調査結果をまとめる過程を
通して,岩石の分類,観察の仕方 (肉眼および顕微鏡
観察),調査方法,解析方法を習得し,後背地の地質的
背景を理解することを授業の目標としている｡2008年
度および2009年度は,奥羽山地の舟引山付近を源流と
し上山市街地から山形盆地西部を北上して天童市寺津
で最上川に合流する須川とその支流で河床磯の調査を
行った｡これまで得られた調査結果の一部は口頭 ･ポ
スター等で発表してきた (東海林ほか,2008,大友は
1)山形大学地域教育文化学部生活総合学科
2)(2008年履修生)
飯泉寛子,奥山智子 (理学部),飯塚嘉代子,後藤
真紀,庄子未希子,鈴木聡美,鈴木めぐみ (医学部),
永井明雄 ,川島健太郎,橋本直樹,山下尚哉,山根
祐太 (工学部),高橋雄哉,中村祐也,斎藤 彩,高
田矩行 (農学部),東海林和子 (地域教育文化学部
科目等履修生)
(2009年履修生)
高橋 輝,福地果菜,碇 真実 (地域教育文化学部),
飯沼博章 (理学部),北出大介,庄田雅人,野沢康浩
(工学部)原 ゆかり,土田倫也,南佳織 (農学部)
か,2009,碇 ･大友,2009,福地 ･大友,2009,大
友 ･小野,2009)｡ 本論は,須川とその支流12地点の
河床磯の礁種組成とその変化についての調査結界のま
とめである｡
河床の磯は,身近なところにある地学教材である｡
河原に堆積している石は,上流の山が浸食されたもの
が,洪水の時に下流に運ばれてきたものであり,河床
の磯がどのような岩石で構成されるかは,主に上流の
山々の地質構成が反映している｡私たちが住む大地の
土台がどのような地質からなり,どのような生い立ち
を経てきたのかを知るには,身近なところの河原の磯
がその手がかりを提供してくれる｡
地域の教材として身近なところにある河床磯ではあ
るが,岩石の鑑定が容易ではないために小中学校で教
材として利用されることが少ないのが現状である｡河
床磯の岩石の種類は後背地の地質構成にも影響を受け
るため,河川系によって違いがある｡どのような岩石
がその地域の河原に堆積しているのかという具体的な
情報があれば,教材として活用しやすくなるのではな
いかと考えられる｡実際に河川の磯について解説され
ているものとして,千葉 ･斎藤 (1996)で荒川,多摩
川,相模川,｢荒川の石｣編集委員会 (1999)で荒川,
｢多摩川の石｣編集委員会 (2003)で多摩川,下仁田
自然学校鏑川の石図鑑編集委員会 (2005)で鏑川のテ
キストが出版されており,流域の河原の石の学習に活
2 大友･山形大学教養セミナー ｢記載岩石学入門｣2008･2009年履修生:須川と支流の河床磯の機種組成とその変化
須川支流
図1 須川流域調査地点位置図 (国土地理院1/20万仙台から作成)と河床磯の宕種ごとの個数の割合
用されているようである｡これらの地域の河床磯の磯
種組成の報告として,例えば松本 (1998),力田ほか
(1999)が,一般市民向けの普及行事 (地学ハイキン
グ)で得られた埼玉県内の9河川の磯種組成をまとめ
ている.他にも河原の石を扱った授業実践等の報告が
各地で行われている｡しかし,山形県内では河床磯を
地学教材として活用する際の具体的な資料がないのが
現状である.今回教養セミナーの調査によって明らか
になった河床磯の磯種組成の結果は,実際に須川や支
流の河床磯を教材として活用するための具体的な情報
になると考えられる｡
須川の調査地点と調査方法
｡調査地点
調査地点は須川本流では上流から下流に6地点 (S
1-6),支流は6地点で上流からBl:前川,B2:
蔵王川, B 3:酢川, B 4:本沢川,B 5:白川 (局
見ケ崎川および高瀬川の下流),B6:立谷川である
(図1)｡Sl,S3-6,B2は2008年,S2,Bl,
B3-6は2009年の教養セミナーで調査を行った｡以
下は調査地点の位置である｡
S1:須川本流｡上山市皆沢の京谷橋から約200m
下流の左岸｡
S2:須川本流｡上山市芳洲のこだま橋から約200m
下流の右岸｡
S3:須川本流｡山形市桜田南,常盤橋南約300m
の右岸｡
S4:須川本流｡山形市飯塚橋の左岸｡
S5:須川本流｡山辺町鮪洗大橋南西約200mの中
洲｡
S6:須川本流｡天童市寺津の落合橋付近の左岸｡
B1:須川支流の前川｡上山市八日町眉川橋の下｡
B2:須川支流の蔵王川｡須川との合流地点から約
2.2km南東の右岸｡
B3:須川支流の酢川｡山形大学総合研究所の近
く｡ 須川との合流地点から約100mの右岸｡
B4:須川支流の本沢川｡山形市長谷堂の本沢橋か
ら約50m上流の右岸｡
B5:須川支流の白川｡白川橋下の右岸｡
B6:須川支流の立谷川｡立谷川橋そばの下流左
岸｡
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･調査方法
礁層の調査方法 (角,1966,1967,立石 ･徐,1998)
として面方式,線方式,点方式のデータ採集方法があ
る｡角 (1967)では,個数,重量,体積を測定して磯
種組成を調べる場合,その精度をどの程度に設定する
のかを注意しながら結論を導くことが重要であること
が指摘されている｡例えば,崖面で測定する場合,体
積比を求める場合は点 ･線 ･面の順に,個数比を出す
場合には逆に面 ･線 ･点方式の順に精度が高い結果が
期待できると述べている｡
今回の河床磯の調査では,一連の磯質堆積物の表面
の磯を調査対象とし,川のそばで,川にほぼ平行方向
にたこ糸をのばして,1人1m (2009年は人数が少な
いため,数人が2m担当)分担し,たこ糸の下の磯を
スケッチして採取し,礁径 ･重量 ･円磨度を記載した
(図2)｡この方法によって,1ヶ所で2008年は17m,
2009年は14mで200個以上の河床磯の調査を行った｡
今回の調査では,線方式で磯の採取を行い,各地点の
河床磯の磯種組成を個数比と重量比で表した｡なお,
Bl地点のみ河床が水没していたため,たこ糸を張っ
て水面下の磯を約10m分採取した｡
今回の調査で,角 (1967)によると精度的に中間と
される線方式を選択した理由は,大勢で同時に作業が
しやすいことと,以下の理由による｡2006年の教養セ
ミナーで馬見ヶ崎川上流の下宝沢で調査を行った際
に,面方式と線方式の両方で調査を行った｡面方式は
河原に1mグリッド3カ所 (ほぼ流れに平行に数m間
隔,1グリッド磯100個)で,線方式は川にはぼ平行に
のばしたたこ糸に沿った調査 (15m)で比較検討して
みた｡面方式での結果では最大量を占める第四紀安山
岩が64.5,71.9,71.6%で,線方式での調査では
71.2%と,割合の高いものについては近い値が得られ
た (大友･小野,2009)｡数人グループで行った面方式
の調査と比較して,多人数で調査する場合には線方式
の調査の方が作業が効率的にできること,面方式に匹
敵す る200個以上の調査個数が得 られることか ら
2008･2009年の調査では線方式で調査を行った｡
須川流域の地質概要
須川流域には,阿武隈山地に分布する約1億年前の
花園岩地帯の延長が山々の基盤をなし,1600万年前以
降の海底火山による新第三紀の安山岩 ･凝灰岩や深い
海にたまった泥岩,流紋岩 ･デイサイトマグマの活動
による溶岩 (水中溶岩含む),800万年前以降の山寺の
ような大規模火砕流堆積物,100万年前以降に噴出し
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図2 1mのたこ糸に沿ったスケッチと記載用紙の例
A:S2地点(須川)の12-13mのスケッチ｡右上の図はスケッ
チ用紙にあらかじめ印刷済みのスケッチ例｡B:Aの記載用紙
の一部｡調査当時の地点番号はⅠであった｡
た奥羽山地脊梁部の蔵王火山等の第四紀火山の安山岩
が分布する (大沢ほか,1987)｡山形盆地の東の奥羽山
地側には花尚岩,第三紀安山岩,流紋岩,凝灰岩,第
四紀安山岩等が,西の白鷹山地側には流紋岩,デイサ
イト,泥岩,凝灰岩等が広く分布している｡
河床磯の岩石
図3uは須川本流のSl地点,図3Vは須川本流の
S4地点のものである｡Sl地点では河床で岩石を割
らなくても岩種がわかりやすい磯が多いが,S4地点
のものは一様に榛の表面が褐色を呈するためハンマー
で割って断面を観察しないと岩種を決められないもの
が多い｡本流Sl～S3と支流Bl～B6の河床榛は
ほぼsl地点と同じ状況であるが,本流S4-S6は
図3Vのようにほとんどの磯の表面が褐色を呈する｡
以下の岩種ごとの概要は,ハンマーで割った断面や顕
微鏡での観察も含む｡地質との対比は大沢ほか(1987)
を参考にした｡
･花尚岩 (図3a,b,図4-1-2A,B)
主として中粒～粗粒黒雲母花南岩および角閃石黒雲
母花園岩で優白質花尚岩やアプライトを伴う｡河原で
はごま塩状の粗粒の白い岩石で判別しやすい｡奥羽山
地の新第三紀層の基盤をなす阿武隈帯の白亜紀花尚岩
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表1 河床磯の 岩種 別の個数および重量
須川 須)Il 須川 須Jll 須 川 須 川 前 川 蔵王川 酢川 本沢川 白川 立谷川
個数 sI S2 S3 S4 S 5 S 6 BI B2 B3 B4 B5 B6
花南岩(含閃緑岩) 26 42 15 18 9 18 6 1 3 0 19 12
花嵐斑岩 0 5 0 0 0 0 0 0 4 2 24 22
第三紀安山岩 33 14 15 28 14 23 6 1 7 9 32 10
泥岩.砂岩 14 10 2 17 37 10 52 0 4 33 0 0
流紋岩.デイサイト 76 99 32 145 141 109 44 3 19 105 64 83
凝灰岩 73 10 8 22 44 15 18 1 1 26 0 12
第四紀安山岩 63 38 221 74 30 70 19 314 170 10 63 88
その他 2 1 6 4 3 13 1 1 2 3 0 1
不明 3 0 4 1 0 1 1 6 1 3 2 2
合計 290 219 303 309 278 259 147 327 211 191 204 230
花嵐岩(含閃緑岩) 9.0 19.2 4.9 5.8 3.3 6.9 4.1 0,3 1.4 0.0 9.3 5.2
花崩斑岩 0.0 2.3 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 1.0 ll.8 9.6
第三紀安山岩 ll.4 6.4 4.9 9,i 5.0 8.9 4.1 0.3 3.3 4.7 15.7 4.3
泥岩.砂岩 4.8 4.6 0.7 5.5 13.3 3.9 35.4 0.0 1.9 17.3 0.0 0.0
流紋岩.デイサイト 26.2 45.2 10.6 46,9 50.7 42.1 29.9 1.0 9.0 55.0 31.4 36.1
凝灰岩 25.2 4.6 2.7 7.1 15.8 5.8 12.2 0一3 0.5 13.6 0.0 5.2
第四紀安山岩 21.7 17.3 72.9 24.0 10.8 27.0 12.9 96.0 80.6 5.2 30,8 38.3
その他 0.7 }0.4 2.0 1.3 1.1 5.0 0.7 0.3 0.9 1.6 0.0 0.4
不明 l,0 0.0 1.3 0.3 0.0 0.4 0.7 1.8 0.5 1.6 1.0 0.9
花嵐岩(含閃緑岩) 14646 12258 1201 1124 838 6541 1396 39 168 569 4566 1810
花嵐斑岩 1316 1489 781 949 37 1147 0 0 555 0 3932 7052
第三紀安山岩 8555 2499 1556 2443 738 6007 1987 629 24 1753 3450 2488
泥岩.砂岩 1160 630 145 1193 1977 186 4546 0 172 14740 0 0
流紋岩.デイサイト 24429 23421 2285 22406 10890 11132 6169 202 274 37136 6028 11483
凝灰岩 12911 3318 599 2594 4375 819 1269 39 1203 6554 0 2531
第四紀安山岩 32403 7810 46101 11704 1767 14538 3532 195172 58256 8662 9670 19979
その他 0 170 828 0 127 299 143 79 970 81 0 81
不明 3976 0 623 165 0 76 0 139 0 0 0 610
花崩岩(含閃緑岩) 14.7 23.8 2.2 2.6 4.0 16.1 7.3 0.0 0.3 0.8 16.5 3.9
花前斑岩 1.3 2.9 1.4 2.2 0.2 2.8 0.0 0.0 0.9 0.0 14.2 15,3
第三紀安山岩 8.6 4.8 2.9 5.7 3.6 14.7 10.4 0.3 0.0 2.5 12.5 5.4
泥岩B砂岩 1.2 1,2 0.3 2.8 9.5 0.5 23.9 0,0 0.3 21.2 0.0 0.0
流紋岩 デーイサイト 24.6 45,4 4.2 52.6 52.5 27.3 32.4 0.1 0.4 53.4 21.8 24.9
凝灰岩 13.0 6.4 1.1 6.1 21,1 2.0 6.7 0.0 2.0 9.4 0.0 5.5
第四紀安山岩 32.6 15.1 85.2 27.5 8.5 35.7 18.5 99.4 94.5 12.5 35.0 43.4
その他 0.0 0.3 1.5 0.0 0.6 0.7 0.8 0.0 1.6 0.i 0.0 0.2
不明 4.0 0.0 1.2 0.4 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 1.3
類である｡河床磯として閃緑岩や片麻岩も少ないが見
つかっており,これらの起源は花園岩類の包有岩およ
び捕獲岩と考えられる｡
｡花園斑岩 (図3e,図4-3A,B)
石英,斜長石の斑晶を含み,基質が流紋岩 ｡デイサ
イトより粒度が大きいものを花園斑岩とした｡特に白
川,立谷川の磯に多い｡
･第三紀安山岩 (図3C,d,図4-4A,B)
暗緑色～緑色で細粒の岩石｡斑晶がないものが多い
が,斜長石や輝石 (仮像)の斑晶が入っているものも
ある｡石基は斜長石,輝石 (仮象),不透明鉱物からな
る｡輝石は完全に緑泥石等に置き換わっている｡奥羽
山地脊梁部の第四紀火山や白鷹火山から供給される輝
石安山岩と区別して,新第三紀の防原層や太郎層から
供給されていると考えられる緑色の安山岩を第三紀安
山岩とした｡
･流紋岩-デイサイト
(図3 f～k,図4-5-7A,B)
流紋岩は,縞状構造の発達した薄紫～白色のもの
と,白色塊状のものがある｡本沢川や西側の白鷹山地
から供給される流紋岩は流理構造の発達したものが多
い｡一方奥羽山地側から供給される流紋岩は白色塊状
のものが多い｡どちらもわずかな石英の斑晶と細粒の
石基からなる｡
デイサイトは細粒で,風化の程度等によって暗緑
色,黄褐色,灰色等いろいろな色や見かけを持つ｡顕
微鏡下で,石基の細かい短冊状の長石が流理構造を作
り,斑晶として石英,斜長石が含まれるものを流紋岩
と区別してデイサイトとした｡化学組成を測定しては
いないので,厳密な分類でデイサイトかどうかは確認


していない｡磯種組成をまとめる時には,流紋岩とデ
イサイトは珪長質火山岩として一括した｡
流紋岩,デイサイト磯ともに吉野層の溶岩を起源と
していると考えられる｡
･泥岩 ･砂岩 (図31- 0,図4-8A,B)
泥岩は白色～灰色で,層理の不鮮明なもの,明瞭な
もの,まれに砂岩と互層するものがある｡水酸化鉄の
浸潤による黄褐色縞模様 (磯を割ると同心円状に生じ
ている)がよく見られる｡砂岩は灰色で,泥岩に比べ
ると少ない｡白鷹山地側に分布する間沢層や本郷層か
ら磯として多く供給されていると考えられる｡
･凝灰岩 (図3p,q,図4-9A,B)
吉野層等を起源とする凝灰岩と,赤湯層や山寺層を
起源とする凝灰岩があると思われる｡前者は緑色凝灰
岩を含み,後者は軽石質凝灰岩である｡
･第四紀安山岩 (図3r～t,図4-10A,B)
斜長石や普通輝石の斑晶の目立つ黒色,暗灰色,灰
色,赤紫色の岩石｡顕微鏡下で観察すると,第三紀安
山岩と異なり斑晶 ･石基とも変質していないものが多
い｡奥羽山地側から磯として大量に供給されるが,白
鷹山地側からも白鷹火山を起源としているものが供給
されていると考えられる｡上山市の三吉 ･葉山火山は
鮮新世後期一更新世前期に活動した火山であるが,蔵
王火山等の安山岩との判別ができないため,三吉 ･葉
山火山起源の安山岩の可能性があっても第四紀安山岩
に区分した｡
各調査地点の擦種組成の概要
各地点ごとの河床磯の磯種組成について,測定デー
タを表 1,個数比による磯種組成を図1,重量比によ
る榛種組成を図5に示した｡測定した磯の大きさは中
撰 (平均粒径 4-64mm)と大磯 (平均粒径64-
256mm)である｡各地点において,個数比と重量比に
大きな違いがある場合は,岩石の密度差より磯の大き
さによる効果を反映している｡たとえば,ある岩種の
個数比より重量比が大きい場合は大磯の割合が相対的
に大きく,特に平均粒径100mm以上の大磯 (重量が
1kg以上)が数個入っている傾向があった｡反対に個
数比が重量比より大きい場合は中藤の割合が相対的に
高い傾向があった｡
各地点の概要と,大沢ほか (1987)に基づいて推定
した河床磯の起源について述べる｡
S1:個数比では流紋岩 ･デイサイト (個数比
26.2%,重量比24.6%),凝灰岩 (個数比25.2%,重量
比13.0%),第四紀安山岩 (個数比21.7%,重量比
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32.6%)が多く,第三紀安山岩 (個数比11.4%,重量
比8.6%)と花園岩 (個数比9.0%,重量比14.7%)が
それに次いで多い｡花尚岩と第四紀安山岩は大磯の割
合が相対的に多いのに対して,第三紀安山岩,凝灰
岩,泥岩は中磯の割合が高い｡上流域には基盤の白亜
紀花南岩,太郎層の緑色安山岩,吉野層の流紋岩-デ
イサイト溶岩,第四紀火山岩が分布しており,奥羽山
地を構成する岩石が磯として供給されている｡
S2:流紋岩 ･デイサイト (個数比45.2%,重量比
45.4%)が半分近くを占め,花園岩 (個数比19.2%,
重量比23.8%),第四紀安山岩 (個数比17.3%,重量比
15.1%)が次いで多い｡花南岩は相対的に大磯の割合
が高く,一方砂岩 ･泥岩 (個数比4.6%,重量比1.2%)
は中磯がほとんどである｡Slと比較して流紋岩 ･デ
イサイト 花繭岩が顕著に増加しており,第三紀安山
岩,凝灰岩が減少している｡
S3:第四紀安山岩 (個数比72.9%,重量比85.2%)
の磯が大部分を占める｡流紋岩 ･デイサイト (個数比
10.6%,重量比4.2%),第三紀安山岩 (個数比4.9%,
重量比2.9%),花蘭岩 (個数比4.9%,重量比2.2%)
と第四紀安山岩以外は中磯が多い｡S2とS3では磯
の構成が大きく変化している｡この変化はこの間に蔵
王川 (B2)と酢川 (B3)が合流しているため,こ
の支流からの第四紀安山岩磯の大量供給によるものと
考えられる｡
S4:流紋岩 ･デイサイト (個数比46.9%,重量比
52.6%)が約半数を占め,次いで第四紀安山岩 (個数
比24.0%,重量比27.5%)が多い｡それ以外の岩種は
個数比より重量比が小さく,個数が少ないだけでなく
磯の重量や大きさも小さい｡S3とS4の間で本沢川
が合流するため,西側の白鷹山地を起源とする磯が供
給されたために,S3で多かった第四紀安山岩磯の割
合が減少したものと考えられる｡
S5:S4と同じく流紋岩 ･デイサイト (個数比
50.7%,重量比52.5%)が約半数を占める｡ 次いで凝
灰岩 (個数比15.8%,重量比21.1%),泥岩 ･砂岩 (個
数比13.3%,重量比9.5%),第四紀安山岩 (個数比
10.8%,重量比8.5%)が多い.S4に比べて第四紀安
山岩が個数比,重量比ともに減少し,泥岩 ･砂岩と凝
灰岩が個数比 ･重量比ともに2-3倍になっている｡
S4からS5地点にかけては,西側からの支流によっ
て,白鷹山地から磯が供給されているため,支流の上
流域に分布する間沢層や本郷層の泥岩 ･砂岩,酸性凝
灰岩起源の磯が増えていると考えられる｡
S6:個数比では流紋岩 ･デイサイト (個数比
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須川本流 須川支流
図5 須川本流と支流の河床磯の岩石種ごとの総重量比の変化
42.1%,重量比27.3%)が最も多く,重量比では第四
紀安山岩 (個数比27.0%,重量比35.7%)が最も多い｡
次いで花園岩(個数比6.9%,重量比16.1%)が多く,そ
れ以外の岩種は少ない｡第四紀安山岩や花尚岩は他の
岩種より相対的に大磯が多く,かつ1kg以上の比較
的大きな磯が数個入っているために重量比が高くなっ
ている｡S5とS6を比較すると,花南岩,第三紀安
山岩が顕著に増え,泥岩 ｡砂岩と凝灰岩が顕著に減少
している｡このあいだでは東側から白川,立谷川が合
流しているため,西側の山地起源の磯の割合が減少
し,東側の山地起源の磯が増加していると考えられ
る｡
Bl (前川):泥岩 ｡砂岩 (個数比35.4%,重量比
23.9%)と流紋岩 ｡デイサイト (個数比29.9%,重量
比32.4%)で半分以上を占め,第四紀安山岩 (個数比
12.9%,重量比18.5%),第三紀安山岩 (個数比4.1%,
重量比10.4%),花園岩 (個数比4.1%,重量比7.3%),
凝灰岩 (個数比12.2%,重量比6.7%)を伴う｡ 個数比
より重量比の大きい流紋岩 ｡デイサイト,第四紀安山
岩,第三紀安山岩,花園岩は大磯の割合が高く,1k
g以上の磯的ミいくつか入っている.これらは上流域に
小規模に分布する基盤岩の花園岩と太郎層の第三紀安
山岩,広く分布する吉野層の流紋岩 ｡デイサイト溶岩
と酸性火砕岩類 (泥 ･砂岩を伴う)を起源としている
と考えられる｡
B2 (蔵王川):個数,重量ともに第四紀安山岩 (個
数比96,0%,重量比99.4%)が大部分を占める｡それ
以外の磯は個数が少なく大きさも小さいものだけであ
る｡上流域には蔵王,三吉 ｡葉山火山と吉野層の酸性
火砕岩類や流紋岩-デイサイト溶岩,赤湯層の凝灰岩
が分布するが,河床磯は主に蔵王火山からの第四紀安
山岩 (判別ができないが,三吉 ｡葉山火山起源のもの
も含まれると思われる)と考えられる｡
B3 (酢川):B2 (蔵王川)地点と同じく第四紀安
山岩 (個数比80.6%,重量比94.5%)が大部分を占め,
それ以外の磯も小さいものだけである｡上流域には蔵
王火山,龍山とその酢川泥流堆積物が分布するためと
考えられる｡
B4 (本沢川):流紋岩 ｡デ イサ イ ト (個数比
55.0%,重量比53.4%)が半分以上を占める｡次い泥
岩｡砂岩 (個数比17.3%,重量比21.2%),凝灰岩 (個
数比13.6%,重量比9.4%)が多い｡泥岩･砂岩は他の
地点では個数比よりも重量比が少ないのに対してB4
地点では重量比が高くなっている｡他の地点では中磯
がほとんどなのに対してB4地点では大磯の割合が多
いためである｡これらは上流域に広く分布している吉
野層の流紋岩-デイサイト溶岩と酸性火砕岩類 (泥 ･
砂岩を伴う)に由来すると考えられる｡
B5 (白川):重量比では第四紀安山岩 (個数比
30.8%,重量比35.0%),流紋岩･デイサイト (個数比
31.4%,重量比21.8%)が多く,次いで花園岩 (個数
比9.3%,重量比16.5%),花園斑岩 (個数比11.8%,
重量比14.2%),第三紀安山岩 (個数比15.7%,重量比
12.3%)が多い｡第四紀安山岩や花南岩は大磯が相対
的に多く,花南斑岩は大磯に近い大きさの中磯の割合
が多い｡上流域の馬見ケ崎川,高瀬川流域に分布する
基盤の花南岩と防原層の緑色安山岩,吉野層の流紋
岩 ･デイサイト,酸性火砕岩類,神室岳,雁戸山の第
四紀安山岩を起源としてると考えられる｡
B6(立谷川):B5地点と同じ傾向の磯種組成であ
る｡第四紀安山岩 (個数比38.3%,重量比43.4%),疏
紋岩-デイサイト (個数比36.1%,重量比24.9%)が
多く,次いで花南斑岩 (個数比9.6%,重量比15.3%)
が多く,花園岩,第三紀安山岩を伴う｡第四紀安山岩
および花園斑岩は径10cm以上 (1kg以上)の大磯を
数個含んでいることが個数比よりも高い重量比に反映
されている｡上流域に分布する基盤の花園岩,吉野層
の流紋岩-デイサイトを起源としてるものと考えられ
る｡立谷川流域には山寺層の火砕流堆積物が山寺周辺
にまとまって分布するが,それを起源とする軽石質の
凝灰岩は比較的少ない (凝灰岩12個中3個)｡
須川本流の磯種組成の変化
S1-S2:Sl地点と比較してS2地点では流紋
岩 ･デイサイト,花園岩が顕著に増加しており,第三
紀安山岩,凝灰岩第四紀安山岩が減少している｡この
間で前川が合流するが,凝灰岩や第四紀安山岩の減少
は前川からの供給が少ないためとしてその変化が説明
できるが,花園岩と流紋岩 ･デイサイトの変化がそれ
に反している｡また砂岩 ･泥岩についてもBl地点
(前川)では重量比23.9% (個数35.4%)であるが,
Sl地点で重量比1.2%(個数4.8%),S2地点では重
量比1.2% (個数4.6%)で,前川からの供給量が反映
されていない｡Sl地点からS2地点への須川本流で
の擦種組成の変化は,今回の調査データだけでは説明
できない｡
S2-S3:S2地点の磯種組成は流紋岩 ･デイサ
イト,花園岩,第四紀安山岩を主としたものである
が,S3地点では大部分が第四紀安山岩磯となり,磯
種組成が大きく変化している｡これは,東側から合流
する蔵王川 ･酢川によって第四紀安山岩磯が大量に供
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給されたことを示していると考えられる｡
S3-S4:S4地点は,S3地点に比べて第四紀
安山岩磯の割合が1/3以下に減少し,代わって流紋
岩 ･デイサイトの割合が大きく増加する｡本沢川が合
流して白鷹山地起源の磯が多く供給されていることを
反映していると考えられる｡
S4-S5:S5地点ではS4地点よりさらに流紋
岩 ･デイサイト,凝灰岩,砂岩 ･泥岩の割合が増えて
いる｡これは本沢川の合流地点より下流では,西側か
らの支流の合流が増えるせいで白鷹山地を起源とする
磯がさらに供給されているためと考えられる｡
S5-S6:白川および立谷川が合流した下流のS
6地点では,再び東側の奥羽山地に分布する第四紀安
山岩,第三紀安山岩,花南岩が増えている｡
以上のように,S2地点からS6地点にかけての須
川本流の河床磯の機種組成の変化は,支流から供給さ
れる磯の種類や量が直接反映していると考えることが
できる｡しかし,Sl地点からS2地点にかけての磯
種組成の変化は今回の調査データでは解釈できなかっ
た｡
地学教材としての活用
山形周辺は新第三紀のグリーンタフが広く分布して
いるため,変質作用の強い岩石も多く,鑑定の難しい
河床磯が多い所でもある｡しかし今回の調査で,須川
とその支流の河床磯には,砂岩 ･泥岩 ･凝灰岩等の堆
積岩類や流紋岩 ･花尚岩 ･安山岩等の火成岩類がどの
場所にどの程度分布しているかが明らかになった｡こ
れらの岩石は小学校での堆積岩の学習や,中学校での
火成岩の学習に直接活用できる教材である｡また,そ
の起源の山々の地質情報も含めて活用すれば,河床磯
は身近な大地の歴史を考える素材としても有効であ
る｡
まとめ
今回の須川本流と支流の河床磯の調査から,主に須
川本流では,東側の奥羽山地と西側の白鷹山地から合
流する支流が磯種組成の異なる磯を次々に供給して河
床磯の磯種組成を変化させていることが明らかになっ
た｡しかしSl地点からS2地点への磯種組成の変化
は今回の調査地点だけでは,十分に説明ができなかっ
た｡
今回の須川とその支流の機種組成の調査によって,
須川本流と支流の河床磯を小中学校で地学教材として
活用する際の具体的な情報を提示できた｡
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